
© Copyright Hosei University © Copyright Hosei University 

2013年8月22日 

 

情報メディア教育研究センター 

常盤 祐司 

yuji.tokiwa.dc@hosei.ac.jp 

TMX プロジェクト 
 

Sakai/MoodleおよびMahara 
l10n検証のためのユースケース 



© Copyright Hosei University 

実証実験 - 違和感を感じる箇所の抽出 
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 方法(計画) 
• Sakai/MoodleとMaharaが共存する環境にて実証実験を行う． 

(教員3,学生3＠ 名大/熊大) 

 方法(提案) 
（仮設）単一システムで感じる違和感と結合したシステムで感じる違和感がある． 
 
• Mahara環境の構築と利用ガイド  Ja Sakai Unconference@8/21,22 
• Sakai/Moodle & Mahara 共存環境ユースケース検討 
• Sakai/Moodle (最新版) 稼働 
• Sakai, Moodle, Mahara単体におけるl10n評価  2013.8-10 
• 実証実験シナリオ策定     2013.11 
• 実証実験      2013.12-2014.3 

7/18 Meeting 
資料 
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単体におけるi10n評価方法案 
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V.R.M Site 手順 

Sakai CLE 2.9.2 名古屋大学 
法政大学版 

ガイドブック 

Moodle 熊本大学 

Mahara 法政大学 
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Sakai CLE検証シナリオ案 (教員) 
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法政大学にて新規追加した機能( ▶ )は除く 
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Sakai CLE検証シナリオ案 (学生) 
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 授業支援システムとは 
 ログインする 
 画面の基本構成を知る 
 スマートフォンを登録する 

 授業に自己登録する 
 授業での利用 

• 各種お知らせを確認する 
• クリッカーの利用 

 教材をダウンロードする 
 レポートを提出する 
 授業タブの整理 



© Copyright Hosei University 

{Sakai || Moodle}およびMahara共存環境 
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Mahara Mahara 

 授業支援システムとは 
 ログインする 
 画面の基本構成を知る 
 スマートフォンを登録する 
 授業に自己登録する 
 授業タブの整理 

 授業での利用 
• 各種お知らせを確認する 
• クリッカーの利用 

 教材をダウンロードする 
 レポートを提出する 

教員 

学生 
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協議 

6 

Sakai CLE & MAhara, Moodle & Maharaといった共存環境にて，どういった
ユースケースが考えられるか？ 

 
• 利用概要 
• 共存する意義 
• 利用時間 
• 利用場所 
• 利用形態 (1人，グループなど) 
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ユースケース案Work Sheet 
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概要 意義 時間 場所 形態 その他 


